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標準物質校正システムを用いてメタン換算濃度の検量線から分析対象物質へ濃度値付けする際には酸化反応と還元反応に異常
がないことを確認する必要があります。
本データシートではメタンと二酸化炭素の混合標準ガスを用いて標準物質校正システムの還元反応の確認方法を紹介します。

■分析条件・試料等
キャリヤーガス

カラム

オーブン温度条件

・ バルブ : 2ポジション6ポートバルブ
・ 計量管 : 1mL（図の緑色線）

窒素、6.0mL/min （流量制御はマスフローコントローラZ500を使用）

Carboxen®-1006 PLOT Capillary GC Column、長さ30m、内径0.53mm

35℃（一定温度）

300℃
水素： 30mL/min、高純度空気： 400mL/min、メイクアップ（窒素）： 25mL/min

標準物質校正システム（TE-1000）、触媒部： 400℃、バルブ部： 170℃
酸化用空気： 2.0mL/min、還元用水素： 6.0mL/min

ガス導入装置（図の点線部）

概要

結果

標準物質校正システムの還元反応の確認方法

混合標準ガス（窒素中のメタン・二酸化炭素、各1000ppm）を用いて試験を行いました。クロマトグラムを図1に示します。
繰り返し測定を6回行いました。

水素炎イオン化検出器（FID）

反応炉

表1. 混合標準ガスの濃度と標準不確かさ、クロマトグラムの面積値の平均値と標準不確かさ

実験値（面積値）と参照値（混合標準ガス）に関して、二酸化炭素とメタンの比が不確かさの範囲で
一致するか確認します。ISO/IEC 17043に規定されているEn数を用いて検定を行いました。

参照値（混合標準ガス）

中心値

CH4

CO2

CO2/CH4 の比

997ppm(v/v)

1000ppm(v/v)

1.003A)

40ppm(v/v)

20ppm(v/v)

0.020B)

拡張不確かさ（k=2）
8.3pA*s

3.5pA*s

0.001D)

拡張不確かさ（k=2）
実験値（繰り返し6回測定）

平均値

13848pA*s

13824pA*s

1.000C)

20.3pA*s

8.5pA*s

　　－

標準偏差

En
XLAB － XREF

ULAB 2

数

En数 0.2

UREF 2

XLAB:
XREF:
ULAB:
UREF:

実験値の濃度 （表1のA）
認証値 （表1のC）
実験値の濃度の拡張不確かさ（k=2） （表1のB）
認証値の拡張不確かさ（k=2） (表1のD)

En 数の絶対値は1.0 未満でした。実験値と参照値（混合表
標準ガス）の値が不確かさの範囲内で一致しているので、
還元反応に異常がないことを確認できました。

図1. 還元反応のクロマトグラム
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HORIBAグループでは、品質ISO9001•環境ISO14001•労働安全衛生OHSAS18001を統合したマネジメントシステム（IMS:JQA-IG001）を運用しています。
さらに事業継続マネジメントISO22301を加え、有事の際にも安定した製品•サービスを提供できるシステムに進化しました。 
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